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は高く優美な装飾も残るため、市にボードの撤去

を依頼したが、予算の都合で断られたという。 
鉄筋コンクリートの銀行の奥には、木造二階建

ての付属家（食堂、小使室、宿直室など）が当初

はあったようである。こちらは取り払われ、プレ

ハブの建物と、JA 時代に建設されたと思われる
農業倉庫が建っている。 
喜連川支店と壬生支店は、直線距離で約 40 キ
ロ離れている。1929年上期の下野中央銀行『業務
報告書』によると、1929年5月に壬生支店と喜連
川支店は同時期に移転を行っている。両支店が同

様の設計になったのは、工事の時期が同じである

こと、土地の形状が関係しているからであろう。

壬生は旧城下町、喜連川は城下町や宿場町として

発展してきた歴史がある。両支店の土地は、通り

に対して間口が狭く、奥行きが長い形状の土地な

のである。偶然にも、こうした似たような立地条

件から、コスト削減の効果も期待して、同じ図面

を利用したものと考えられる。 
もう一つ注目すべきは、コンクリート造である

点である。建設時の 1929年になると、地方でも
コンクリート造の建物が建設されることは珍しい

ことではなくなった。しかし、平屋建で 30 坪に
も満たない喜連川支店の場合は木造で作ってもよ

さそうな建築規模である。これは帝都復興期の建

築を手がけた大森茂が、耐震化と不燃化を強く意

識したことから、あえてコンクリート造を選んで

工事をしたのではないかと推察される。実際に、

壬生と喜連川の両支店は、北側に商家が隣接して

いるため、窓が一切設けられておらず、防火対策

が図られていることからも分かる。 
  

建築家・大森茂と建築作品 

大森茂は 1892 年に栃木県小貝村（現市貝町）
に生まれ、1913年東京高等工業学校建築科を卒業
した。齋藤久孝建築事務所勤務（1913~19年）を
経て、1919年に東京に建築設計事務所を開設した。
主に関東大震災後の帝都復興期に活躍して、学校

や商店、病院や住宅など 60 を超える建物を設計
した。1934年に死去したため、活動期間は長くは
ない。代表作は、先述した明治大学や旧東京医学

専門学校、興風会館などを手掛けたことで知られ

る。 

大森茂の設計した建物は、東京都のほか、千葉

県や鹿児島県、出身地の栃木県に集中している。

同行喜連川支店は、大森茂が郷里に残したこれま

で知られていなかった作品の一つと言えよう。 

 
図 6大森茂『日本建築士』(1934年2月)  

 
図 7明治大学『建築世界』(1928年7月)  

 
図 8旧東京医学専門学校（2007.9.19筆者撮影）  

 
図 9興風会館（2019.12.21筆者撮影） 
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下野中央銀行と銀行建築 

下野中央銀行は 1925年に県内 6つ中小銀行が
合併して誕生した。預金額では、足利銀行に次ぐ

県内2位の有力銀行であり、最盛期には県内外に
30を超える支店を設けていた。ところが、昭和恐
慌で地場の農林業や製糸業が大きな打撃を受けた

ことにより、同行の経営は大きく傾いた。1929年
12月には、2074万円の預金があったが、取り付
けにより 1930 年 12 月には 1524 万円に減少し
た。その後も経営が好転することはなく、1935年
には銀行業から撤退することになった。喜連川支

店は、昭和恐慌の直前、1929年に完成した建物で
あり、同行の発展と地域経済の繁栄を今に伝えて

いる。 
栃木県内には、旧中小銀行の建物はいくつか現

存しており、旧下野中央銀行喜連川支店の建物が

特段珍しいわけではない。『栃木県の近代化遺産』

には、旧足利銀行栃木支店（栃木市、1934年）や
旧黒磯銀行本店（黒磯市、1918年）などが記載さ
れている。合併吸収された中小銀行は、地方銀行

の支店になることが一般的で、建て替えられる場

合も多い。または保存されて博物館になるなどし

ても、用途が変更されると内部は大きく改造され

てしまう。また、中小銀行の場合は、旧行時代の

史料が現存していないことが多く、設計者が判明

する場合は少ない。したがって、旧下野中央銀行

喜連川支店は、設計者が判明し、さらには銀行時

代の特徴を良く残した数少ない事例と言えよう。 
 
喜連川の近代建築 

喜連川は、城下町と旧奥州街道の宿場町として

発展してきた。同行以外にも、旧警察署、旧郵便

局、豪商の邸宅などの近代建築が現存している。 

 
図 10旧警察署(左)と旧郵便局(右)（2022.9.25筆者撮影）  

さくら市では、近代建築を冊子『歴史あそび

BOOK４ 明治の館 瀧澤家住宅とさくら市の近
代化遺産巡り』（2017年）にまとめるなどして、
地域の歴史を発信して観光振興に役立てようとし

ている。しかしながら、同行喜連川支店は文化財

指定などされていない。今回の調査で、設計者が

判明したことにより、知名度が上がり同行喜連川

支店の文化的価値がさらに高まることが期待され

る。 
 
まとめ 

旧下野中央銀行喜連川支店の建物は、これまで

建築年や設計者が分かっていなかったが、『新築工

事概要』から大森茂による可能性が高いことを明

らかにした。『新築工事概要』などは関係者などの

限られた人々に配られた些細な史料であるが、こ

うした冊子程度の史料も非常に有用であり、多く

の事実を明らかにできることを確認した。 
測量調査の結果、同行壬生支店と同じ設計であ

った可能性も極めて高く、背後には建築条件が類

似していたことが起因していると考えられる。喜

連川支店の内部には、カウンターや金庫室が残り、

銀行時代の特徴を良くとどめている。さくら市は

喜連川に残る近代建築の対する関心も高いようで、

今後の動向が注目される。 
 
参考文献 

1）足利銀行調査部編『足利銀行史』(足利銀行、1985
年) 
2）栃木県教育委員会事務局文化財課編『栃木県の近
代化遺産』(栃木県教育委員会事務局文化財課、2003
年) 
3）栃木県史編さん委員会編『栃木県史 通史編７』
（近現代2）(栃木県、1982年) 
4）日本建築学会編『日本近代建築総覧―各地に遺る
明治大正昭和の建物―新版』(技報堂出版、1983年) 
5）堀勇良『日本近代建築人名総覧』（中央公論新社、
2021年） 
6）下野中央銀行『壬生支店新築工事概要』『業務報
告書』各期 
7）『建築雑誌』『建築世界』『日本建築士』『大衆人事
録』各年各号 
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国史跡 久喜銀山遺跡 島根県邑南町 

National historic site Kuki ginzan silver mine Ohnan shimane prefecture 

大野 芳典（邑南町教育委員会） 

Yoshinori Ohno, Ohnan town Board of Education 

 

はじめに 
  久喜銀山遺跡は、銀を含んだ鉛鉱を産出した戦

国時代から近代にかけての鉱山遺跡で、戦国時代

から江戸時代初期と推定される露頭掘跡、鉱石を

加熱する焼竈跡、製錬炉跡、近代の製錬所跡など

がある。銀鉛鉱山の採掘から製錬までの過程に使

用された遺構等の調査例は少なく、日本の銀鉛生

産を示す貴重な遺跡として、2021(令和３)年10月
に国史跡に指定された。 
 

遺跡の概要 

久喜銀山は、石見銀山の南南東、約35㎞の中国

山地に位置し、南縁は広島県と境を接している。鉱

脈の分布する範囲は邑南町南東部、東西 3 ㎞、南

北2㎞、面積は約5㎢である。 
久喜銀山は日本最初の銀を産出した対馬の銀山

と同じく、鉛鉱を採掘した鉱山である。製錬で得た

鉛に少量含まれている銀を灰吹法で分離し、銀と

鉛を生産する。この鉱山は16世紀の絵図に「くき

銀山」と記されていることから、遺跡名称として久

喜銀山遺跡を用いる。 
 遺跡は、1988(昭和63)年度に旧瑞穂町教育委員

会が実施した町内遺跡詳細分布調査によって存在

が明らかになった。 
 2007(平成19)年には、地元有志によって久喜・

大林銀山保全委員会が結成され、地下登り煙道（明

治期の製錬所における排煙設備）への遊歩道整備

や、鉱石を運搬したトロッコの復元など、遺跡の保

存や活用を住民主体で行ってきた。 
2010(平成 22)度より邑南町教育委員会が調査

事業を開始し、2013(平成25)年には久喜・大林銀

山遺跡調査指導委員会（現久喜銀山遺跡調査指導

委員会）を組織した。 

  

図1 邑南町及び久喜銀山位置図、『久喜銀山遺跡発掘調査報告書

Ⅰ』、邑南町教育委員会、2018年 

 

 

写真1 久喜銀山遺跡水抜坑、2017年8月、角矢永嗣撮影 

 

久喜銀山の地質鉱床 

 久喜銀山の銀鉛鉱床は、西部の久喜・岩屋鉱脈

群と東部の大林鉱脈群から構成される。また、中

間地域には小規模な床屋鉱脈群がある。 
久喜・岩屋鉱脈群は南北に走る粘土断層とそこ

から派生する北東−南西方向の割れ目を充填した

多数の石英脈からなる。鉱脈富鉱部の走向延長は

20〜30 m と短いが、傾斜方向にはよく連続する。

大横谷坑坑口の北方では、富鉱部が露頭(標高480 
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m)から傾斜方向に170 m以上連続し高低差120 m
の間が開発されている。鉱石の性質は鉱脈群の南

北で大きな違いがある。南部の久喜地区の鉱石は

方鉛鉱に富み、銀の品位は0.042%（上鉱）と高い。

これにたいし北部の鉱石は磁鉄鉱を主とし、黄銅

鉱・方鉛鉱は少なく銀鉛鉱としての価値は低い。

東部の大林鉱脈群は、個々の鉱脈の走向延長は短

く、久喜地区に比べて品位は低い。久喜岩屋鉱脈

群と大林鉱脈群の中間にある床屋鉱脈群は、鉱脈

の規模が小さい。床屋鉱脈群北部には、磁鉄鉱を

採掘した牛ヶ迫の旧坑がある。（巻末図２ 久喜銀

山地域の地質と鉱脈分布） 
  

久喜銀山の歴史 

１．戦国時代から安土桃山時代の久喜銀山 

（１）銀山開発の背景 

日本の戦国時代には、商品経済の発展によって

金銀の需要が増していった。また、金銀は軍事の

資金となるために、戦国大名は領内の金銀山の開

発につとめた。その頃、明代中国では、銀経済化

が進み、国内の銀不足状態が現れていた。1511(永
正８)年に、マラッカを占領したポルトガル人は

金銀を持ち込んで中国との交易(密貿易)を拡大

した。日本でも、日明貿易をとおして銀の必要性

が認識され、1527(大永７)年博多の商人の主導に

よって石見銀山の銀鉛鉱の採取が行われた(田中

2006)。さらに、石見銀山では 1533(天文２)年頃

に、鉛の少ない銀鉱に鉛を加えて製錬する新技術

「合せ吹」が開始され、この新技術によって

1542(天文11)年には生野銀山、鶴子銀山が開発さ

れた。1543(天文12)年のポルトガル人の来航と鉄

砲の伝来はこうした日本の産銀の増加に関係し

た出来事である。鉛は銀生産に必要であるととも

に鉄砲玉としても需要が増大した。鉛山開発が進

行する一方で、銀を手にした大名による鉛の輸入

も増加したにちがいないが、その数量は不明であ

る。 
このような国内外の背景の下、毛利氏領内に所

在する久喜銀山も開発された。久喜銀山で生産さ

れる銀の量は、最盛期の年産銀量が１t 以上と規

模として大きなものであると評価されており、石

見銀山とともに毛利氏の軍事資金を賄う有力な

銀山であったと推測される。 

（２）戦国大名毛利氏の支配と銀・鉛 

毛利氏は1556(弘治２）年９月に石見銀山を尼子

氏に奪われており、銀山の開発が重要な課題であ

った。その後、1562(永禄５)年毛利氏は尼子氏から

石見銀山を奪取し、1566(永禄９)年に至って石見

国を平定した。 
毛利氏にとって銀は財政を支える重要な基盤

であると同時に、軍事面でも必要不可欠なもので

あった。特に、毛利氏においては鉄砲の使用は早

く、すでに1557(弘治３)年の周防須々万沼の城攻

めで初めて使用され、永禄年間には軍事組織の中

に鉄砲中間が編制されるようになる（秋山1998）。
毛利氏は火薬の原料である硝石を中国から輸入

しており、こうした購入にも銀が使用された。ま

た、鉄砲の使用には鉛玉が不可欠であり、その調

達に向けて領国内での鉛山の開発を進めている

（１）。 
（３）久喜銀山の開発時期と産銀量をめぐる問題 

毛利時代の久喜銀山に関する唯一の資料とし

て「石見国図」（宮城県図書館蔵）がある。この絵

図は 1590(天正 18)年頃に作成された国絵図の写

しであって、石見一国を描いたものとしては最古

であると考えられている(川村2006）。この絵図に

は「くき銀山」のほかに「銀山・せんの山」と記

した「石見銀山」、「津もの銀山」、「五か所銀山」

が描かれている。「五か所銀山の内小野の銀山」に

は「今はすたる」と注記があり、石見国内の銀山

の開発がかなり早かったことを示唆している。久

喜銀山の開始時期を確定できる文書は存在しな

いが、伝承にあるように1560(永禄３)年、あるい

は久喜村に浄土真宗高善寺が移転した 1542(天文
11)年など、16世紀半ばの可能性が考えられる。 
毛利氏は 1582(天正 10)年に秀吉と講和を結ん

だ後も領内の銀山を支配し、石見国先銀山（石見

銀山）の収入は大坂の人質の「賄」に、秀吉への

運上は今銀山からの産銀があてられた(秋山

2003）。このことから「慶長三年藏納目録」にある

「中国ニテ所々銀山」4,869枚(712 kg)は、「石見

国絵図」にある久喜銀山、都茂銀山、五ヶ所銀山

と防長の蔵目喜銀山などの銀鉛山から産出した

銀の一部と考えてよい。鉱山の規模と鉱石の銀品

位を勘案すれば、高品位鉱を採掘していた久喜銀

山の寄与は大きかったと考えられる。他の鉱山産
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の銀は鉛に 0.1％ほど、あるいは銅に 0.05％ほど

含有されていたのに対し、久喜銀山の鉛には0.8％
もの銀が含まれていたのである。16世紀末の久喜

銀山の年産銀量は、1 トン前後あった可能性があ

る。 
  

２．江戸時代の久喜銀山 

（１）江戸幕府の石見国支配と久喜・大林銀山 

1600（慶長５）年の関ヶ原の戦いに勝利した徳川

家康は、その10日後に石見銀山周辺の７ケ村に禁

制を発し、その直轄化の第一歩を進めた。家康は代

官頭の大久保長安と彦坂小刑部を石見国に下向さ

せ、同年 11 月 18 日付で毛利氏配下の宗岡弥右衛

門・吉岡隼人・今井越中守・石田喜右衛門等の銀山

役人と引き継ぎを行わせた（２）。 
石見国幕領は石見銀山周辺の邇摩郡・安濃郡に

設定されたが、久喜銀山などの鉱山所在地の村も

直轄地として編入した。家康が秀吉に倣って公儀

領有の原則で石見・佐渡・生野などの鉱山を直轄地

として支配したことは周知の事実であるが、久喜

銀山の事例はこうした原則が石見国のような個別

の支配においても徹底されていたことを示すもの

といえる。 
石見銀山の領有後、家康は側近の大久保長安を

初代石見銀山奉行に任命した。大久保は毛利氏の

鉱山支配の在り方を刷新し、個別の間歩(鉱区)や

山師及びそれに属する銀掘等の技術者を、陣屋が

直接支配する仕組みをとった。その上で、個々の間

歩経営に関しても厳しく管理した。また、領内にあ

る銀山の状況も調査しており、1604(慶長９)年に

は「くき大はやし入精可被申付候」（３）と、久喜・

大林の開発に精を入れるように指示している。 
石見国の支配にあたって、1602(慶長７)年から

1606(慶長11年)にかけて検地を実施し、これに基

づき各村の石高と領域が確定された。なお、大林村

については前掲「石見国図」に名前の記載がないこ

とから、この検地により久喜から村切りされ、新た

に誕生した村と考えられる。 
「石見国絵図(1617〜1619 年)」(浜田市教育委

員会蔵)には、大森銀山のほかに、都茂、五ヶ所銀

山、久喜・大林銀山が描かれている。江戸時代に

は、久喜銀山は久喜と大林の２つの銀山となって

いたことが分かる。また、岩屋地区の銀山は、浜

田藩領になり、絵図には記されていない。 
（２）銀山町の様相 

大林銀山に関しては1602(慶長７)年「石州邑智

郡大林村銀山屋敷帳」（４）が現存している。これ

によると、大林の銀山町は、１町５反３畝 12 歩、

家数 151 間があり、このなかには「銀や」・「ふき

や・ふろや」・「かち(鍛冶)」・「すみ」などの銀生産

に関係する屋号がみいえる。また「たばこや」・「か

みゆい」・「こうや」・「くわや」・「さる」(笊カ)など

の屋号も見られるほか、寺院として光明坊、来光寺

の２ヶ寺があった。この検地帳からは、銀山の開発

に伴って多様な職業や階層が集住する鉱山町が形

成されていたことがわかる。 
しかし、その一方で「明屋敷」が25ヶ所もある

ことから鉱山としてはすでに最盛期を過ぎ、衰退

局面に入っていたものといえる。 
 

久喜銀山遺跡の調査 

これまでに遺跡の全域にわたる採掘跡等分布

調査、久喜製錬所跡発掘調査、床屋吹所跡発掘調

査、縄手吹所跡発掘調査及び文献調査を実施した。 
１．採掘跡等分布調査 

2010(平成 22)～2014(平成 26)年に採掘跡等分

布調査を実施し、約５㎢の範囲に約 1,500 か所の

採掘跡等の存在、その良好な残存状況について確

認し、その採掘跡の９割以上が露頭掘であること

が判明した。このことは戦国末期以前の可能性を

示す採掘跡が多く残されていることを示す。 

 
図3 露頭掘の概念図、『久喜銀山遺跡発掘調査報告書〜総括編

〜』、邑南町教育委員会、2021年 
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図4 久喜銀山採掘跡類型別割合と集計値、『久喜銀山遺跡発掘調

査報告書〜総括編〜』、邑南町教育委員会、2021年 

 
２．発掘調査 

（１）縄手吹所跡発掘調査 

 縄手吹所跡は、久喜銀山遺跡が隆盛を誇ったと

される戦国時代から江戸時代初期にかけて操業さ

れた遺跡である。 
令和元年度のトレンチ調査により製錬炉を３基

検出した。その１基を覆う流入土中から17世紀前

半の肥前陶器(唐津焼)が出土しており、操業年代

はそれより古いものであると考えられる。周囲に

は露頭掘跡や𨫤𨫤𨫤など古期の採掘跡が複数あり、

16 世紀後半の陶磁器が採取されていること、炉跡

で検出した木炭片の放射性炭素年代測定の結果か

ら、操業は戦国時代後半から江戸時代初期と考え

られる。 
 なお、この遺跡に残されているスラグの量から

推定できる戦国期末から江戸時代初期の全生産量

は、銀がおよそ７トン、鉛は650トンであった。 
日本の大規模な銀鉛山では、長期にわたる生産

活動によって 16～17 世紀のスラグ堆積量を知る

ことは不可能になっている。久喜銀山のように時

代がある程度限定できるスラグの集積が認めら

れる鉱山遺跡は稀有な存在である。 
（２）床屋吹所跡発掘調査 

床屋吹所跡は、周辺の採掘場で銀鉛鉱を採掘し

製錬した遺跡である。2013(平成25)年～2015(平成

27)年に実施した発掘調査の結果、焼竈で焙焼した

鉱石を製錬し、得られた含銀鉛を灰吹して銀を生

産すること、また、その時生じる「ろかす」を吹き

戻して鉛を回収するという一連の工程が判明した。 
製錬炉の数に比較して焼竈の数は多く、調査区

内で約140か所が検出された。焼竈は５～10基を

基本単位として、鉱石の焙焼に使用されたものと

考えられる。 
検出された製錬炉は、当初焼竈として使用して

いたものを転用したものと思われる。ろかす吹床

跡は、周囲から炭酸鉛が検出された遺構である。

床屋吹所跡で、ろかす吹きが恒常的に行われてい

たかは不明である。灰吹床は確認されなかったが、

周辺に存在する可能性がある。 
床屋吹所跡の操業時期については、遺構と共伴

する陶磁器の年代、焼竈・床跡から採取された炭

化物の放射性炭素年代測定、久喜銀山の操業が18
世紀初めにはほとんど停止状態であることとす

る古文書の記述などから、17世紀後半と考えられ

る。 
（３）久喜製錬所跡発掘調査 

久喜製錬所跡は、明治期に堀家により再開発さ

れた水抜坑坑口付近に設置された製錬所である。

2012(平成24)年度に発掘調査を実施し、キルン（乾

燥窯）、ストール(焙焼炉)、溶鉱炉等、西洋技術を

取り入れた装置の配置や構造、また、主要坑道は水

抜坑で、久喜製錬所周辺で採掘から製錬までの一

連の工程とそれを示す遺構がまとまって遺存して

いることが判明した。 
製錬の過程で発生する有毒な排煙は、煉瓦積み

の煙道を伝って山頂の煙突より、山腹周囲の限ら

れた範囲に放出されるという当時としては画期的

な方法が用いられた。（巻末図５ 久喜製錬所遺構

群周辺図） 

 
写真2 床屋吹所跡(鉛吹床跡検出状況)、2014年10月、角矢永嗣撮

影、『久喜銀山遺跡 発掘調査報告書Ⅰ』、邑南町教育委員会、2018

年 
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３．文献調査の成果 

 久喜銀山に関する文献資料は極めて僅少であり、

描かれる久喜銀山の歴史像もまた断片的なものに

ならざるを得ない。 
久喜銀山の開発時期は明確ではないが、文書の

記述や寺院の移転から見ても 16 世紀半ばには開

発された可能性がある。天正年間には最盛期を迎

え、産銀の一部は豊臣秀吉に上納された。江戸時

代になると天領として支配されたが、大林の検地

帳などから 17 世紀には衰退期にさしかかり、18
世紀には休山状態となった。 
 

久喜銀山遺跡の位置づけとその評価 

１．日本の古代中世の銀生産技術を示す典型例 

 久喜銀山は日本最初の銀を産した対馬の銀山と

同じく、鉛鉱を採掘した鉱山であることは先に述

べた。鉛鉱を製錬して得られる金属鉛は通常0.1％
ほどの銀を含んでおり、この銀は灰吹法によって

分離される。古代中世において、銀は鉛鉱から得た

鉛を灰吹することにより生産された。したがって、

鉛山は銀鉛山とも呼ばれる。生産されるのは銀と

酸化鉛であり、酸化鉛はそのまま、あるいは金属鉛

に吹き戻して利用された。 
久喜銀山が銀の生産を開始した 16 世紀後半に

おいての鉱石の採掘は、坑道による採掘が一般化

する以前であり、地表に表れている鉱脈を採掘す

る露頭掘が主体である。久喜銀山全域には、鉱脈

に沿った溝掘と富鉱部を掘り込む𨫤𨫤追の跡が数

多く残されている。全国的に対馬（長崎県）、神岡

（岐阜県）等の銀鉛鉱山の存在は知られているが、

銀鉛鉱山の採掘から製錬までの過程に使用され

た遺構等の調査例はなく、久喜での調査例が初見

であると考えられる。このように、久喜銀山は中

世における採掘から製錬までの日本の銀生産技

術を示す優れた遺跡であると評価された。 
 

２．戦国時代に毛利領内の経済・軍事を担った銀と鉛の

生産遺跡 

 1590(天正18)年頃の様子を描いたとされる「石

見国図」には「くき銀山」という表記が見られ、16
世紀末には当鉱山が開発されていたことは明らか

である。久喜銀山は戦国大名毛利氏の支配を受け、

後に産銀の一部は豊臣秀吉に対して上納された。 

 戦国期には鉄砲の普及により、鉄砲玉等の軍事

物資としての鉛の需要が急増しており、領主権力

にとって鉛は銀と同様極めて重要な金属であった。  
その供給元として、毛利領内では蔵目喜鉛山

(山口県山口市阿東町)とともに久喜銀山が有力

であるが、毛利氏の本拠の吉田郡山城（広島県安

芸高田市）から久喜までは直線距離で約 20 ㎞と

圧倒的に近く、毛利氏が久喜を重要視した可能性

は非常に高い。久喜銀山創業期の永禄年間以降、

久喜銀山は経済・軍事の両面で毛利家を支えた鉱

山であったと考えられる。 
  

３．石見銀山との関係 

 鉛の産地を調べる有力な手段として鉛同位体組

成分析を用い、石見銀山のスラグと鉱石、磯竹鉛山

(大田市五十猛町)の鉱石、久喜銀山の鉱石で分析

を実施したところ、石見銀山で16世紀後半から17
世紀初頭に操業された地域で久喜銀山の鉛を使用

していたことが判明し、その時代、久喜銀山産の鉛

が、石見銀山で使用された鉛の一部をまかなって

いた可能性が示された。 
なお、久喜銀山で生産された含銀鉛の輸送経路

について、これまでのところ直接文書等での確認

はできていない。しかし、古くから江の川を利用

した水運が盛んであったこの流域では、一般的な

物流とともに鉄製品や鉱物資源の運搬において

江の川が果たした役割は重要であり、久喜銀山で

生産された銀や鉛も、江津港、温泉津港を経由し

て石見銀山に運びこまれた可能性はあると考え

られる。 
 

４．明治期の民間人による鉱山近代化の成功例 

 1890(明治 23)年に日本坑法にかわり鉱業条例

が制定されると、鉱物採掘の官民の区別はなくな

り、住友、三菱、古河など大規模な民間資本によ

る鉱山開発が進んだ。 
その中にあって民間中規模な鉱業者である堀

家は中国地方を中心に多くの鉱山経営を行った。

久喜銀山も1888(明治21)年に「中国の銅山王」と

称された堀藤十郎礼蔵が探鉱を開始し、島根県内

では銅ヶ丸鉱山、宝満山鉱山、県外では山口県の

長登鉱山、兵庫県の多田鉱山などの鉱業権を次々

と取得しその規模を拡大した。 
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久喜銀山では、1900(明治33)年から銀鉛鉱の製

錬を開始し、1903(明治 36)～1904(明治 37)年に

は堀家経営の鉱山で最も多く利益を生み出した

鉱山であり、民間鉱業家による鉱業近代化の成功

例として顕著なものである。 
  

今後の調査研究の課題について 

 これまでの調査で、久喜地区における久喜銀山

の採掘から製錬の様子について判明したが、大林

地区、岩屋地区についての遺構等の調査は未だな

されていない。久喜銀山の全体像をまずは明らか

にする目的で開始された調査であるので、引き続

き大林地区、岩屋地区の調査を進めていきたい。 
 また、銀と鉛の生産に関する遺構等の調査を中

心に進めてきたが、当時のまちの様子や従事した

人々の様子は未だ解明されていない。石造物や文

献調査等が課題となる。 
発掘調査を含めた基礎的調査をさらに継続し

て、石見銀山遺跡や他の銀鉱山遺跡との比較研究

に向けて情報の蓄積と研究を進めていく必要が

ある。 
本報告は、「邑南町教育委員会（2021）久喜銀山

遺跡発掘調査報告書～総括編～」の要約である。 
 

註 

（１）「毛利氏記録類纂鉱山」山口県文書館。 
（２）1600 (慶長５) 年11月15日「石見国銀山

諸役銀請納書写」吉岡家文書。 
（３）1604 (慶長９)年 2 月 2 日「大久保長安覚

書」吉岡家文書。 
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図2 久喜銀山地域の地質と鉱脈分布、『久喜銀山遺跡発掘調査報告書〜総括編〜』、邑南町教育委員会、2021年 
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図5 久喜製錬所遺構群周辺図、『久喜銀山遺跡発掘調査報告書Ⅰ』、邑南町教育委員会、2018年に加筆 
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